
 

2025年度 広島史学研究会（考古学部会）開催要項 

 

 

⽇ 時 令和７年 10 ⽉ 26⽇（⽇）９:30〜14:35 

 

会 場 広島⼤学⽂学部棟（東広島市鏡⼭⼀丁⽬２番３号）２階 B253教室 

 

⽇ 程  

 

９:30〜９:35 開 会 挨 拶  野島   永 ・ 上 田 直 弥 

９:35〜９:40  趣 旨 説 明   村 田  晋 

９:40〜10:10 研究報告１  縄文時代から弥生時代における不定形石器の変遷 

―岡山県百間川遺跡群出土資料を中心として― 

 磯田あゆみ（広島⼤学⼤学院博⼠課程前期１年⽣） 

 

10:10〜10:40 研究報告２   備後地域における横穴式石室の地域性 

―神石高原町荒神原北古墳の調査成果を通じて― 

磯田あゆみ（広島⼤学⼤学院博⼠課程前期１年⽣） 

田 代 あ い（広島⼤学学部４年⽣） 

 

10:40〜11:10  研究報告３     広島市出土遺物にみられる被爆痕跡の研究 
―屋根瓦を中心として― 

山 崎 瑞 季（広島⼤学⼤学院博⼠課程前期１年⽣） 

 

11:10〜11:40 研究報告４     三次市花園墳墓群出土弥生土器の研究 

   村 田  晋（広島史学研究会会員） 

 

 

≪昼休憩≫ 

 

13:00〜13:30 研究報告５   庄原市木戸町中大平古墳の再整理（中間）報告 

山 田 繁 樹（安芸高田市地域振興事業団）        
山 川 聡 大（広島県教育事業団埋蔵文化財調査室） 

 

13:30〜14:00 研究報告６     古墳時代後期須恵器の地域色に関する研究  

            ―広島県北部出土の高杯を中心に― 

山 川 聡 大（広島県教育事業団埋蔵文化財調査室） 

 

  

14:00〜14:30 研究報告７     旧呉海軍工廠砲熕部火工品機械工場跡の発掘調査成果 

について 

荒 平  悠（呉市文化スポーツ部文化振興課） 

 

14:30〜14:35    閉     会



 

 


